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－ １ －

　はじめに、令和５年度ＪＡ共済青森県小・中
学生書道コンクールならびに交通安全ポスター
コンクールに作品を応募していただいた皆さ
ん、素晴らしい作品をありがとうございました。
そして、数多くの優れた作品の中からめでたく
入賞された皆さん、本当におめでとうございま
す。
　ＪＡ共済では、次代を担う小学生・中学生の
皆さんに、ＪＡ共済の理念である「相互扶助」
と思いやりの大切さをお伝えするとともに、書
写教育に貢献することを目的に書道コンクール
を、交通安全の意識を幅広く社会に呼びかけ、
交通事故のない社会を実現することを目的に交
通安全ポスターコンクールを開催しておりま
す。
　本会が文化支援活動の一環として取組んでお
ります両コンクールも、今年度で書道コンクー
ルが67回目、交通安全ポスターコンクールが46
回目を迎えることができました。また、規模・
歴史・質ともに県内屈指のコンクールとして高
い評価をいただいております。これもひとえに、
県内小・中学校の深いご理解と関係各位のご指
導・ご高配の賜物であり、ここに深く感謝の意
を表する次第であります。　
　令和５年度の書道コンクールには、県下338
校の小・中学校ならびに特別支援学校の皆さん
から、半紙の部、条幅の部合わせて7,326点、
また、交通安全ポスターコンクールには111校

から471点の作品が寄せられました。
　審査会において皆さんの作品を間近に拝見
し、両コンクールともに努力と熱意そして創造
力溢れる優秀な作品が数多く見受けられまし
た。作品をお寄せいただいた皆さんの日頃の努
力の賜物と深く敬意を表するとともに、保護者
の皆様はじめご指導いただいた先生方のご協力
とご高配の賜物であり、深く感謝申しあげます。
　今後は、最優秀賞受賞作品は県代表として全
国コンクールに出品することになっておりま
す。前年度も書道・交通安全ポスターともに素
晴らしい全国表彰をいただいておりますので、
今年度も大いに期待しているところでありま
す。
　学校、書道教室等いろいろな機会を活かし書
写教育・美術教育を通じて芸術を学ぶことは、
皆さんの「創造性」を養うことに大いに役立つ
ものと考えます。その意味でも、今後も努力と
精進を重ね、更なる技術の向上と研鑽を積んで
いただき、来年度も多数の作品の応募を期待し
ております。
　最後に、両コンクールの運営にあたり格別の
ご尽力をいただきました県内各ＪＡおよび後援
団体の皆様、そして審査にあたっていただきま
した各審査委員の皆様に心からお礼申しあげま
すとともに、今後ともより一層のご理解とご協
力をお願いし、挨拶といたします。

ご あ い さ つ

全国共済農業協同組合連合会
青森県本部長　 沼　田　博　文
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講　評
　大雪を引き換えに、真夏日が数日しかないと
いうのが青森の利点の一つとばかり思っており
ましたが、今年は異変と思えるような暑さでし
た。一年で手を返したように変わってしまうと
も思えないが、人の世も地球環境も常に変化し
続けると考えるしかないのでありましょう。時
の流れと変化はだれも止めることはできないの
でしょう。
　今年の出品状況の内訳は小中学校をあわせて
7,326点と868点の減少がみられました。子供人
口の減少による学校閉校などがあげられます。
　しかしながら、今年も一次選考に選ばれた小
学生の作品は、基礎的技術の高さと、大らかさ
が目立ちました。中学生の作品は端正で落ち着
きがある。いずれも長い時間をかけて技術を身
につけたことによる自信に満ちた輝かしい作品
揃いでありました。
　コロナウィルスは終息したわけではありませ
んが、働き方や、社会のありようは少なからず
変わっているようです。小学校でも英語やマ
ネー教育が新たに加わります。
　お金より大事なものは心だと、子供に対して

表向きには教えてきたものが具体的に変化する
ということです。心も大事だが、お金も大事だ
という大人の本音を子供のころから実感させよ
うということも目的の一つなのでしょう。世知
辛いなどと否定することもありません。
　日本人が伝統的に身に着けている優しさや、
他を思いやる気持ちや、約束を守らないことを
恥とすることなど、そして、戦後様々身に着け
た大切なことも少しずつ形を変えて引き継がれ
ていくのでしょう。
　背筋を伸ばし姿勢を正して集中しなければう
まくはいかない毛筆書きの書は受け継がれ、日
本人の良さとして残ることでしょう。今若い人
の中で「美文字」という聞きなれない言葉がひ
そかに流行しているように。
　最後に、無効作品について重ねて申し上げま
す。今年の無効作品は310点でした。まだ一小
学校全生徒に近い数の生徒がステージに上るこ
とすらできない現状があります。ご指導される
先生方は、お忙しいこととは存じますが募集要
項を詳しく読んでいただいて、無効作品がさら
に少なくなるようにご協力お願いいたします。
ご指導ありがとうございました。

書 道 審 査 総 評

審査委員長　 鎌　田　雨　溪

○昭和23年12月11日生
○師　宮川　翠雨
○日展入選４回
○青森県文化奨励賞
○求美集団「三游境」代表
○銀座鳩居堂
ニュージーランド・オークランド・
ロンドン・クライストチャーチ・
ニューヨーク・パリ等　個展16回
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審 査 委 員

矢　越　郁　也
○昭和24年９月11日生

菊　池　翠　汀
○昭和25年９月16日生
○師　宮川　翠雨
○読売書法会理事
○翠心会会長
○雨声会会長

○青森県書道振興会議副会長
○日展入選６回
○読売新聞社賞
○銀座鳩居堂　個展３回

米　田　井　朴
○昭和27年12月24日生
○師　宇野　雪村、稲村　雲洞
○書文化研究「寄遠會」主宰

岩　崎　栖　鷹
○昭和34年２月21日生
○師　山根　渓石
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三　上　天　夢
板柳町立板柳南小学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

花　田　　　洸
田舎館村立田舎館小学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

坂　井　萌　彩
弘前大学教育学部附属小学校三年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
ゆったりとした、のびやかな線でよかったです。
名前もしっかり書きましょう。

〔評〕
くるりくるりとつばめがとびまわっているよう
です。
一文字の終わりまで力をぬかずじょうずに書け
ましたね。

〔評〕
大らかで豊かさがある。
筆使いもしっかりしていて、たのもしい立派な
作品です。

半 紙 の 部
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常　田　渚　華
青森市立浪岡南小学校四年
（ＪＡ青森）

福　士　　　詩
青森市立浪岡北小学校五年
（ＪＡ青森）

葛　西　　　龍
黒石市立黒石小学校六年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
しっかりとした筆使いで丁寧に書かれた作品で
す。
文字の中心を考え、横画の角度もそろえたので、
安定感のある表現となりました。

〔評〕
画数の異なる文字をバランス良く明るい表情が
良かったです。

〔評〕
半紙いっぱいに書かれた元気あふれる字です。
はね、はらいが特にすばらしい。
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野　呂　莉　桜
板柳町立板柳中学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

奈　良　ひより
青森市立浪打中学校二年
（ＪＡ青森）

佐　藤　舞　子
黒石市立中郷中学校三年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
半紙の空間をうまく分割してバランスよく収め
ている。
充実した線質で、気脈の通じた美しい作品に
なっている。

〔評〕
重心をしっかりと整え、確実な用筆に迷いがな
い。
紙面全体を把握した明るく、すがすがしい作品
です。

〔評〕
流れの美しい作品です。
一文字一文字の呼吸が素晴らしいです。
空間のとらえ方がうまく、余白のきれいな清潔
な表現です。
名前も良く調和しています。
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条 幅 の 部

坂　井　萌　彩
弘前大学教育学部附属小学校三年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
たっぷりとした、ていねいな書き
方で中心がぶれることなく安定し
ています。
名前もよく入りました。

千　葉　咲　嬉
板柳町立板柳南小学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
なれない大きな紙に一画一画しっ
かりとていねいに書いてあり、さ
いごまで気持ちのこもった作品で
した。

坂　井　明　樹
弘前大学教育学部附属小学校一年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
すみをたっぷりと、まようことな
く筆をはこんでいます。
じゆうにのびのびと書けたすばら
しい作品です。
名前もていねいに書けています。
これからもがんばってください。
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白　川　茉莉愛
藤崎町立常盤小学校六年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
筆をしっかりと立てて、一点一画
をとても丁寧に書かれています。
最初から最後まで文字の重心を考
え、呼吸の美しい作品となりまし
た。
全体の余白も見事です。

奈　良　智　哉
青森市立浪打小学校五年

（ＪＡ青森）
〔評〕
筆使いも正確ですみずみまで気が
行き届いた、力強さと繊細さを合
わせ持った力作です。
秋天の高さを感じさせます。

野　呂　瞬　翔
板柳町立板柳南小学校四年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
起筆をしっかりうちこんで、力強
い線で書いています。
漢字の折れやはらいの筆の使い方
がとてもじょうずにできました。
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國　分　せいら
青森市立浦町中学校三年

（ＪＡ青森）
〔評〕
文字の造形、漢字と仮名のバラン
スが絶妙である。
脈絡が途切れることなく一貫性が
あり、明るく軽妙な作品となった。

佐久間　　　凛
黒石市立黒石中学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
漢字と仮名のバランスがよくしっ
かり収まっています。
堂々とした筆の使い方で、筆の返
しが特にうまい。

齋　藤　真里愛
青森市立浪岡中学校一年

（ＪＡ青森）
〔評〕
中心がしっかりとしており、入筆
も終筆も最後まで心のこもった作
品でした。
後半の二文字に余力があればと思
います。
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十和田市立東小学校

校　長　馬　渕　　　環

八戸市立根城中学校

校　長　竹　花　和　人

書道　小学校の部

書道　中学校の部
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半 紙 の 部

細　川　日向汰
青森市立浪岡南小学校一年

（ＪＡ青森）

平　川　誠　人
田舎館村立田舎館小学校四年
（ＪＡ津軽みらい）

千　葉　咲　嬉
板柳町立板柳南小学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

木　立　愛　琉
黒石市立六郷小学校五年
（ＪＡ津軽みらい）

永　田　櫂　青
青森市立三内西小学校三年

（ＪＡ青森）

山　崎　煌　心
青森市立浪岡南小学校六年

（ＪＡ青森）
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平　川　みずほ
田舎館村立田舎館中学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

葛　西　凌　生
私立東奥義塾中学校二年
（ＪＡつがる弘前）

酒　井　埜　愛
弘前大学教育学部附属中学校三年

（ＪＡつがる弘前）
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畑　中　登　稀
八戸市立吹上小学校一年

（ＪＡ八戸）

加　福　菜　桜
弘前大学教育学部附属小学校二年
（ＪＡつがる弘前）

柳　本　倫　那
青森市立堤小学校三年
（ＪＡ青森）

楠　美　芽　彩
板柳町立小阿弥小学校四年
（ＪＡ津軽みらい）

猪　股　愛　結
黒石市立六郷小学校五年
（ＪＡ津軽みらい）

葛　西　　　龍
黒石市立黒石小学校六年
（ＪＡ津軽みらい）

条 幅 の 部
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山　田　陽生利
板柳町立板柳中学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

葛　西　凌　生
私立東奥義塾中学校二年
（ＪＡつがる弘前）

久　保　心　晴
弘前大学教育学部附属中学校三年
（ＪＡつがる弘前）
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半 紙 の 部

久保田　結　夢
中泊町立小泊小学校一年
（ＪＡつがるにしきた）

白　戸　樹　音
藤崎町立藤崎小学校四年
（ＪＡつがる弘前）

小　林　彩　葉
八戸市立城下小学校二年

（ＪＡ八戸）

猪　股　愛　結
黒石市立六郷小学校五年
（ＪＡ津軽みらい）

神　　　かぐや
むつ市立第二田名部小学校三年
（ＪＡ十和田おいらせ）

村　上　莉世愛
藤崎町立藤崎中央小学校六年
（ＪＡつがる弘前）
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成　田　理　音
中泊町立小泊中学校一年
（ＪＡつがるにしきた）

齋　藤　大　河
青森市立浪岡中学校二年

（ＪＡ青森）

佐　藤　風　梢
青森市立戸山中学校三年

（ＪＡ青森）
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条 幅 の 部

奈　良　宥　吾
青森市立橋本小学校一年

（ＪＡ青森）

福　士　和　奏
青森市立大野小学校二年

（ＪＡ青森）

安　達　彩　華
六戸町立大曲小学校三年
（ＪＡおいらせ）

平　川　誠　人
田舎館村立田舎館小学校四年
（ＪＡ津軽みらい）

木　立　愛　琉
黒石市立六郷小学校五年
（ＪＡ津軽みらい）

高　杉　虹　心
青森市立古川小学校六年

（ＪＡ青森）



－ 18 －

花　田　こはる
田舎館村立田舎館中学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

奈　良　ひより
青森市立浪打中学校二年

（ＪＡ青森）

山　内　悉　瑞
青森市立筒井中学校三年

（ＪＡ青森）
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青森市立筒井小学校一年 齋　藤　希々楓
五所川原市立いずみ小学校一年 吉　岡　碧　海
十和田市立三本木小学校一年 中野渡　穂　香
弘前市立致遠小学校二年 中　村　陽　莉
弘前大学教育学部附属小学校二年 加　福　菜　桜
藤崎町立藤崎中央小学校二年 平　澤　亜　幸
青森市立浪岡南小学校三年 太　田　和　真
青森市立浪岡南小学校三年 常　田　咲　希
青森市立浪岡野沢小学校三年 齋　藤　莉里愛
黒石市立黒石東小学校四年 佐久間　美　月
板柳町立小阿弥小学校四年 楠　美　芽　彩
板柳町立板柳南小学校四年 野　呂　瞬　翔
板柳町立板柳南小学校五年 千　葉　光　莉
田舎館村立田舎館小学校五年 葛　西　惟　央

おいらせ町立木ノ下小学校五年 福　田　将　大
青森市立佃小学校六年 伊　藤　　　理
青森市立浪岡南小学校六年 外　崎　優　月
藤崎町立常盤小学校六年 米　村　　　光
青森市立浪岡中学校一年 齋　藤　真里愛
弘前大学教育学部附属中学校一年 玄　番　紗　絢
黒石市立黒石中学校一年 工　藤　莉　世
青森市立三内中学校二年 小田桐　優　菜
青森市立三内中学校二年 百　田　実　優
弘前市立東中学校二年 葛 　西　　　絆
青森市立浦町中学校三年 國　分　せいら
弘前市立第二中学校三年 田　中　　　和
五所川原市立五所川原第一中学校三年 大　石　ちえり

青森市立浪岡南小学校一年 細　川　日向汰
板柳町立板柳南小学校一年 三　上　天　夢
八戸市立吹上小学校一年 中　野　礼　菜
八戸市立小中野小学校二年 岡　本　　　舷
藤崎町立藤崎中央小学校二年 平　澤　亜　幸
弘前大学教育学部附属小学校二年 田　澤　柚　花
田舎館村立田舎館小学校三年 中　山　栞　菜
八戸市立旭ヶ丘小学校三年 清　水　陽　葵
弘前市立豊田小学校三年 花　田　叶　羽
八戸市立吹上小学校四年 加　賀　愛　唯
青森市立浦町小学校四年 坂　本　なごみ
平川市立平賀東小学校四年 成　田　一　路
青森市立横内小学校五年 花　田　　　桜
田舎館村立田舎館小学校五年 葛　西　惟　央

青森市立戸山西小学校五年 佐　藤　澄　空
藤崎町立常盤小学校六年 米　村　　　華
藤崎町立藤崎中央小学校六年 安　田　颯太郎
青森市立橋本小学校六年 伊　藤　夢　桜
青森市立南中学校一年 盛　　　凪栞子
板柳町立板柳中学校一年 長谷川　新　虎
田舎館村立田舎館中学校一年 平　川　みずほ
十和田市立東中学校二年 澤　井　二　子
青森市立南中学校二年 千　釜　ひなた
板柳町立板柳中学校二年 三　上　瑠　羽
十和田市立十和田中学校三年 菅　野　奏　音
田舎館村立田舎館中学校三年 小　野　陽　向
弘前大学教育学部附属中学校三年 酒　井　埜　愛

半 紙 の 部

条 幅 の 部

応 募 状 況

参　加　校

小学校 237
中学校 101
計 338

区　分
応募点数

小学校 中学校 計
半紙の部 5,817   945 6,762
条幅の部 　414   150 　564
計 6,231 1,095 7,326
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審査を終えて
　例年になく酷暑が続いた今夏は、農作物に
とっても過酷な状況ではなかったかと気がかり
です。
　コロナ禍が収まっていない中での審査会でし
たが、久しぶりに児童生徒のポスター作品に接
することができ、審査員のみんなも真剣にそし
て楽しく審査できたことに満足しています。
　審査に入る前に事務局担当者の方から今年度
の応募状況について説明がありました。それに
よると前年に比べて応募点数が少し減少してお
り、小学校にその傾向がみられるということで
した。しかし、中学校では少し増えているそう
なので、ほっとしました。ところで、ここ十数
年の応募数の推移を見ると数年ごとに高低の波
があり、今年度はやや低い年に当たります。そ
れでも来年度からは増加しそうな希望が持てる
ので、ぜひ実現して欲しいと期待しています。
　さて、具体的に応募作品の特徴について述べ
ます。「交通安全」というテーマをドライバー
（自転車運転も含む）や歩行者の立場で作品づ
くりをするわけですが、どのような捉え方（視
点）で表現したらよいか十分時間をかけて取り
組む必要があります。このＪＡ共済連主催の交
通安全ポスターコンクールも46回目になり、私

たちは審査員として数千以上、数万点の作品を
見てきました。作品を審査する私たちにとって
その中で特に印象的に記憶に残っている作品
は、テーマの独創的な捉え方と表現力に優れて
いる点です。テーマをどう捉えるかは人によっ
て様々ですが、人まねでないその人独特の物の
見方と表現力が決め手なのです。そして、その
ために日ごろから観察力と表現力を鍛える習慣
を身につけることです。
　以上の点で今回の応募作品を見ると、厳しい
言い方ですがそのような独創的なポスターが少
なかったと言わざるを得ませんでした。じっく
り作品づくりをする時間的な余裕がないのかも
しれませんが、自分の意志で取り組むと決めた
以上、作品の出来に満足できるまで努力を惜し
まない根気が欲しいと感じました。今回はてい
ねいな作品づくりの成果が見られるポスターが
入賞できたのではないかと思いますが、小学高
学年や中学生のみなさんのこれからの課題は、
独創的なアイデア（発想）で作品づくりに取り
組むことです。簡単ではありませんが、不可能
なことではありません。期待しています。
　最後に、ＪＡ共済連のみなさんのこのコン
クールにかける熱意に敬意を表すると共に、無
事審査を終えることができたことに感謝いたし
ます。

交通安全ポスター審査総評

審査委員長　 宮　本　益　衛

○昭和12年７月１日生

○デザイングループ’60会員

○教美展運営委員

○県展デザイン部門運営委員
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審 査 委 員

品　田　　　浩
○昭和32年３月27日生
○青森県造形教育連盟元顧問
○青森県立美術館鑑賞サポーター

雪　田　正　和
○昭和54年４月18日生
○青森県警察本部　交通部
　交通企画課　課長補佐

須　田　𠮷　郎
○昭和35年４月６日生
○一般財団法人青森県交通安全協会
　専務理事

古　川　雅比古
○昭和26年４月７日生
○グループ螺子会員
○日本創芸教育「似顔絵講座」最優秀成績賞
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相　馬　結　月
むつ市立苫生小学校一年
（ＪＡ十和田おいらせ）

〔評〕
お酒を飲んで気持ち良い人
を「ダメ！」とハンドルさ
んが怒っています。
アイディアがいっぱいつ
まった楽しい作品です。
色もきれいです。

葛　西　咲　乃
大鰐町立大鰐小学校三年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
家族全員の交通安全を願う作者
の思いが見る人に伝わるすてき
なアイデアの作品です。
ヘルメットの色違いや全体の色
調もみごとです。

山　内　　　類
青森県立青森第一養護学校二年
（ＪＡ青森）

〔評〕
伝えたいことがシンプルに
よく伝わる作品です。黄色
い歩行者が目立ってよく見
えます。赤い車の運転手も
大きな目でしっかり見てい
ます。横断歩道も白く大き
く目立っています。赤い文
字もよく目にとびこんでき
ます。思ったことをスト
レートに配置した絵の構成
も見事です。
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佐　藤　　　楓
むつ市立第三田名部小学校四年
（ＪＡ十和田おいらせ）

〔評〕
思いやりとゆとりで、安全
で平和な生活ができます。
ほほえましい家族の様子が
とても美しい作品にまとま
りました。

福　地　咲　文
弘前市立致遠小学校六年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
ヘルメット着用の意図をずばり
表現した大胆な色と構図で、ポ
スターとして申し分ありませ
ん。

山　下　栞　和
西目屋村立西目屋小学校五年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
自転車に乗った２人がよく目立つように配置
され、きれいに彩色されています。
ヘルメット、ライト、反射材もよく見えるよ
うにきれいに配色されています。
効果的な文字のレタリングもよく目立ちま
す。
ていねいによく工夫された作品です。
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下　山　和　瑚
青森市立新城中学校一年
（ＪＡ青森）

〔評〕
世界中のみんなが交通ルール
を守り、平和にすごせますよ
うに。という思いが素直に伝
わってくる作品です。
一人一人の表情が良いです
ね。

小　野　陽　向
田舎館村立田舎館中学校三年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
交通事故のリアルな表現力は迫
力があってみごとです。
レタリングもていねいで白色が
よく目立っています。

菊　池　海　翔
青森市立筒井中学校二年
（ＪＡ青森）

〔評〕
遠くからでも目にとびこん
でくる作品です。
黄色の命を守るというシン
プルな文字と白いヘルメッ
トが、背景の青と対比され、
よく目立つように構成され
ています。
シンプルだけど味わいのあ
る作品です。
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弘前市立文京小学校

校　長　山　崎　　　浩

青森市立新城中学校

校　長　中　村　　　薫

交通安全ポスター　小学校の部

交通安全ポスター　中学校の部
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境　　　紗　葵
弘前大学教育学部附属小学校四年
（ＪＡつがる弘前）

坂　井　明　樹
弘前大学教育学部附属小学校一年
（ＪＡつがる弘前）

市　澤　朋　佳
八戸市立江陽小学校五年

（ＪＡ八戸）

山　内　　　稀
青森市立堤小学校二年
（ＪＡ青森）

舘　山　音　郁
弘前市立北小学校六年
（ＪＡつがる弘前）

宮　﨑　碧　大
弘前市立第三大成小学校三年
（ＪＡつがる弘前）
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岡　村　夏　緒
青森市立油川中学校二年

（ＪＡ青森）

佐々木　慶　次
弘前市立第二中学校一年
（ＪＡつがる弘前）

下　山　仁　恋
鶴田町立鶴田中学校三年
（ＪＡつがるにしきた）
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住　吉　桃　李
弘前市立三省小学校一年
（ＪＡつがる弘前）

塚　田　千　愛
六戸町立大曲小学校三年
（ＪＡおいらせ）

松　橋　美　胡
板柳町立板柳東小学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

鈴　木　乃　愛
むつ市立第三田名部小学校五年
（ＪＡ十和田おいらせ）

小　林　亮　太
弘前市立北小学校四年
（ＪＡつがる弘前）

木　村　心　玲
むつ市立第三田名部小学校六年
（ＪＡ十和田おいらせ）
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山　谷　琉　世
青森市立新城中学校二年

（ＪＡ青森）

齋　藤　誓　頼
青森県立弘前聾学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

藤　田　桃　子
青森市立東中学校三年
（ＪＡ青森）
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青森市立堤小学校一年 蛯　名　海　吏
むつ市立苫生小学校一年 木　村　美　風
青森市立泉川小学校一年 蠣　崎　　　康
八戸市立西園小学校二年 奥　寺　晃　也
弘前市立城東小学校二年 内　田　瑛　巴
板柳町立板柳南小学校二年 阿　部　心乃助
平川市立柏木小学校三年 西　村　悠　里
八戸市立八戸小学校三年 山　田　陽　愛
三沢市立木崎野小学校三年 濱　辺　珠　瑠
青森市立新城中央小学校四年 戸　田　葵　唯
三沢市立古間木小学校四年 類　家　麻　矢
青森市立油川小学校四年 一　戸　拓　登
むつ市立第二田名部小学校五年 四ツ谷　苺　湖
弘前市立北小学校五年 木　村　咲　羽

弘前市立城西小学校五年 佐々木　梓　紗
弘前市立致遠小学校六年 佐　藤　彩　妃
青森市立長島小学校六年 工　藤　美優菜
青森市立沖館小学校六年 中　村　悠　乃
青森市立筒井中学校一年 奥　本　知　歩
青森市立筒井中学校一年 阿　保　清　佳
青森市立筒井中学校一年 佐々木　勇　吹
青森市立油川中学校二年 板　橋　誠　弥
鶴田町立鶴田中学校二年 成　田　愛　桜
青森市立新城中学校二年 玉　井　史　斗
私立八戸聖ウルスラ学院中学校三年 川　口　慶　治
私立八戸聖ウルスラ学院中学校三年 小　池　華　純

応 募 状 況
区　　分 参　加　校 応 募 点 数
小　学　校  97 338
中　学　校  14 133

計 111 471
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